２００７年度宮津ブロック共同宣教司牧計画の評価
　交わりと協力　
小教区規約の策定から実践に移す年となった。小教区、また部会によって、捉え方に差があるようだが、各小教区で部会での活動を具体的に進めている。多くの小教区で、各部の活動内容（分担）と、より多くの人が部会へ参加してもらうためにどうすべきか（関心を持ってもらえるか）、が課題となっている。しかし、複数の役員でのブロック会議参加、部会制での小教区の活動への参加できるようになったことにより、以前に比べると、関心を持って積極的に関わる人が増えてきている。ブロック会議は以前から一回ごとに会場を移し各小教区を回るように行なっていたが、２年前から、会議の議長を会場教会の役員に担当してもらう輪番制をとっていて、本会議前に司祭団・ブロック事務局を交えて準備会議を行ない、議案の内容・会議の流れを把握することで、それぞれの小教区役員が、ブロック全体の動きを理解するために役立ったといえる。ブロックの主要行事は、それまでほとんど教会役員中心で行なっていたが、運営委員会制（ガラシア祭・地区大会・子どものキャンプ実行委員会）を執ることで、いろいろな人が参加できるようになってきた。今後、各小教区の部会との連携・分担も考えられる。
列福決定に際して殉教者・キリシタンへの学びをブロックとしての目標に上げた。北部地区大会のテーマが「京都の５２名の殉教者」だったこともあり、各教会で取り組んでもらうように呼びかけがされ、学習・祈り・分かち合いなどがされた。ブロックの共同祈願で殉教者の祈りを作り、年間通して行なうことで広く関心を持ってもらえた。京都の殉教者史跡への巡礼を行った小教区もあった。
　聖霊に聞き従う　
ブロックの研修会として、黙想会（四旬節・待降節）、聖書講座、集会司式・聖体奉仕・朗読奉仕者研修会をおこなった。参加者は固定化していて、高齢者・交通手段を持たない人の参加は困難であるとの意見が多い。
集会司式者研修会については、任命者以外また舞鶴ブロックにも参加を呼びかけて７０名程の参加があり、今後、北部地区として行なっていく予定。
2006年から、子どもと共に捧げるミサをブロックとして一箇所で行なっていたが、交通の便などの理由で参加が少なく中断した。その後２つのエリアに分かれ、子どもの多い教会（網野・加悦）で定期的に行なっている。大人の信徒も、参加できることを歓迎する雰囲気になっている。

各小教区ではそれぞれ独自に学習会などを行っている。ただ、信仰・学習についての教会間での意見・情報交換、ブロック研修会に参加した人から各小教区での分かち合いなどはまだ不十分で、今後の課題といえる。

　良い知らせを全ての人に、全ての人々と共に福音を生きる　
宮津教会の社会活動部が中心となって、松浦悟郎司教による「キリストの平和を生きる」講演会を加悦教会を会場として実施した。ブロックにも協力の要請があり、平和旬間の取り組みとしてブロック会議でも呼びかけがされ、未信者の方も含めて８０名ほどの参加があった。
京都教区国際交流委員会主催の船員司牧研修会（西舞鶴教会）もブロック会議で呼びかけがされ、各小教区の国際交流委員が出席した。
地区大会のミサを、この地域のフィリピンの方と共に捧げるにあたり、事前に各教会で主の祈り「アマ・ナミン」の歌を練習して、お互いに親しみを持つためのきっかけになった。また、フィリピンの方との関わりは、各教会で様々な形（日本語教室・二ヶ国語ミサなど）で行っていて関係の進展がうかがえる。
　信徒の高齢化が問題になる中で、お年寄りの集まりなどの取り組みを行なっている小教区もある。また、どの小教区でも司祭・修道者と共に、信徒による病人訪問・聖体奉仕を行なっている。研修会などにより、参加者の広がりと、聖体奉仕者の意識は向上してきている。
全体的には、昨年と同様に、活動が設定された目標に沿って企画され、行われていたとは言えない部分がある。ただ、小教区評議会規約制定を経て、それに沿った活動を模索していくことにより、これまでより多くの人が小教区活動・ブロック全体の動きに関心をもち、関わるようになってきている。
